米子城下町

米子のような城下町は、防衛のため訓練をうけた武士が城に近い城郭地区に住むよう区画されていました。商人や職人などの庶民は、堀や門などで武士とは隔てられた地区に住んでいました。米子では、明治時代（1868–1912）に入って武家階級が廃止されてから、武家屋敷はほとんど姿を消してしまいました。かつての武家屋敷区域は、今では近代的な企業や官公庁のオフィスに埋め尽くされています。しかし庶民の区域は開発があまり行われず、元々の都市のサイズや雰囲気が残っています。

桜の木が並ぶ加茂川は、かつて庶民の区域と武家の区域を隔てていた堀です。この小さな水路沿いには、川を利用して物資を運んでいた商人が建てた伝統的な白漆喰の蔵や、商店、家屋などの建物が立ち並んでいます。この地区の建物はほとんどが2階建で、細い通りには多くの伝統的な店舗が並んでいます。新しく建てられた建物も、この人間的なサイズをほぼ継承しています。大きな家屋や施設はわずかしかありません。そのうち伝統的な坂口家住宅には、築100年の洋館のオフィスビルが隣接しています。加茂川には、絵に出てきそうな低い橋が何本もかけられ、定時運行のツアーボートはこの水路から中海まで、そして米子城近くの加茂川を通って帰ってくるルートで乗客を運んでいます。

米子の庶民の区域は、旧武家屋敷地区と極めて古い寺が立ち並んだ寺町という地区に挟まれています。10軒の寺院建築群とそれらを管理する僧は、米子のこの地区の日常の風景となっています。-




